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副副副副学長挨拶学長挨拶学長挨拶学長挨拶    落合落合落合落合    一泰一泰一泰一泰    副学長（教育・学生担当） 
13:30～13:35         

【【【【第第第第１１１１部部部部    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト型学習型学習型学習型学習からキャリアからキャリアからキャリアからキャリア支援支援支援支援へへへへ】】】】    
    

第第第第 1111 講演講演講演講演 町村町村町村町村    敬志敬志敬志敬志    氏氏氏氏（社会学研究科） 

13:35～14:05 ｢社会科学における『資料の収集・保存・ 

活用』教育の基盤研究と実践｣ 
    

第第第第 2222 講演講演講演講演 後藤後藤後藤後藤    昭昭昭昭    氏氏氏氏（法学研究科） 

14:05～14:35  ｢法律相談によるライブクリニック型臨床法学教育の 

試行プロジェクト｣ 
    

第第第第 3333 講演講演講演講演 二宮二宮二宮二宮    祐祐祐祐    氏氏氏氏    （大学教育研究開発センター） 

14:35～15:05  ｢『一橋大学ラーニングデザイン委員会』による学習 

支援プロジェクト｣ 
    

第第第第 4444 講演講演講演講演 五味五味五味五味    政信政信政信政信    氏氏氏氏（国際教育センター） 

15:05～15:35  ｢留学生の就職支援｣ 
    

【【【【第第第第２２２２部部部部    新新新新たなメディアによるたなメディアによるたなメディアによるたなメディアによる学習学習学習学習】】】】    
  

第第第第 5555 講演講演講演講演 伊藤伊藤伊藤伊藤    史人史人史人史人    氏氏氏氏（情報基盤センター） 

15:45～16:15 ｢修学支援に関わる遠隔講義実施のための調査および 

                  実験」 
    

第第第第 6666 講演講演講演講演 高見澤高見澤高見澤高見澤    秀幸秀幸秀幸秀幸    氏氏氏氏（情報化統括本部） 

16:15～16:45  ｢学内映像配信システム(1284ch
ひとつばしチャンネル

)を活用した留学生向 

        けガイダンスチャンネルの作成」 
    

質疑質疑質疑質疑応答応答応答応答    司会  水岡水岡水岡水岡    不二雄不二雄不二雄不二雄（経済学研究科） 

16:45～17:00    武村武村武村武村    知子知子知子知子    （言語社会研究科） 

主催者挨拶主催者挨拶主催者挨拶主催者挨拶                                                        筒井筒井筒井筒井            泉雄泉雄泉雄泉雄    大学教育研究開発センター長 

  

 

     
一 橋 大 学 大 学 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー  
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       ※この講演会は 2010～11 年度採択分の一橋大学「教育プロジェクト」の成果を報告するもので、 

大学関係者を対象としています。講演タイトルは変更の可能性があります。 

趣趣趣趣旨旨旨旨：近年、プロジェクト型

学習や新たな資料・メディア

を介した学習など、教育方法

の革新に取り組む授業実践

が、本学でも増えています。

そうした、学生自らに発見を

促すような―heuristic な―

教育手法が可能にする学習

経験の意義を考えることが、

今回の FDのねらいです。 


